
資料２

１　広報PR、関連イベント開催
 (1)　アフリカ月間
　  　アフリカ関連の多彩なイベントを集中的に開催・PRします。
　 【主なイベント】
　 　① アフリカン・フェスタ  2008　(5月17日・18日)
　 　② アフリカン・フェア  2008　(5月28日～6月1日)
　 　③ アフリカン・イルミネーション　(5月9日～31日)

 (2)「アフリカのハラペコを救え。」キャンペーン
　  　アフリカを支援することを表示した商品の売上の一部などを WFP(国連世界食糧計画)
　　の学校給食プログラムを活用して寄付。(16団体・約700店)

２　会議開催支援
 (1)　外務大臣・横浜市長共催歓迎レセプション (5月27日夜)

 (2)　野口英世アフリカ賞関連行事 (5月28日)
　  　・横浜市主催昼食会
　  　・セレモニー、共同記者会見 (長浜野口記念公園)

 (3)　視察プログラムの実施
 　 ア　同伴者向け (5月29日)

横浜市主催昼食会、三溪園視察など
 　 イ　メディア関係者・各国随行者向け (5月27日～30日)
　 　 ・先進的な技術を持つ市内企業等の工場・研究所等

(火力発電所、自動車工場など)
　 　 ・本市施設

(浄水場、水再生センター、資源循環局工場など)
 　　 ・その他市内施設

(三溪園、開港資料館、野口英世関連施設など)

 (4)　「環境行動都市・横浜」の紹介 (5月27日～30日)
　 　　CO-DO 30をはじめとする本市取組等の紹介、エコカーの展示・試乗

 (5)　消防・救急など危機管理体制の構築
　 　　車両・人員の配備等

３　アフリカ諸国を対象にした技術支援の開始
 　 J I CA(国際協力機構)との連携により、今年度から3年間行います。
　 　① 動物の飼育繁殖技術者研修 (環境創造局)
　 　② 港湾技術者研修 (港湾局)
　 　③ 水道技術者研修 (水道局)
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２　第４回アフリカ開発会議に関連する本市の取組について


